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9:52　開会・挨拶
開催概要説明
会期1日、出席委員8名、委員外1名
議事1　令和7年第2回定例会等の運営について

資料により1から2について一括説明
1　提出予定案件について（5月22日現在）

（1）町長提出予定案件
予算4件、条例1件、工事請負契約8件、財産の取得1件、辺地1件、
繰越計算書2件

（2）議員提出案件
その他　４の「請願・陳情等の取り扱いについて」で協議

2　各議案の常任委員会付託などについて
（1）一括上程

令和7年度各会計補正予算　4件（議案第51号～第54号）
（2）委員会付託案件　

令和7年度各会計補正予算　4件（議案第51号～第54号）
（3）付託省略案件　

議案等　11件（議案第55号～第65号）について本日協議
・議案第55号から第65号までの委員会付託について協議する。
　まず、工事請負契約と財産の取得については定型的な議案であることから省略として
よろしいか。
・異議なし。
　次に、別海町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について、意見等
あるか。
・内容がわからなければ判断できないのではないか。
・補足だが、保健生活部からは、休会中の委員会で内容説明したいとの話も上がって
いる。そのことも踏まえて検討したほうがいいと考える。
・審査付託までしなくても、休会中の委員会で議案の内容調査をすることはできると思う
ので、そういった対応でもいいのでは。
・そういった仕切りも理にかなっていると感じたが、議長はどう考えるか。
・審査となると委員会で最終決断をする必要がある。本会議で審査して、委員会で調
査という流れのほうがハードルは下がると思うが、議会運営委員会の判断に委ねる。
・付託せずに調査対応したほうがやりやすいかと思うが。
・補足として、審査付託した場合、質疑があれば委員長に行うことになる。その点も考慮

開会 9:52
閉会 12:28

市川　聖母 出席 吉田　和行 出席 髙橋　真結美 出席
田村　秀男 出席 小椋　哲也 出席 外山　浩司 出席
今西　和雄 出席 戸田　憲悦 出席

委員外の出席 議長 西原　浩 合計 1名
事務局職員 局長 入倉　伸顕 主幹 木幡　友哉 合計 2名

会議に付した事件及び会議結果など
発言者 会議経過　※所管毎に議事を行う事情等により議事番号が前後することがある。

委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋
事務局長 入倉

委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋

委員 8番 田村
事務局主幹 木幡

委員 8番 田村

委員長 9番 小椋
議長 16番 西原

委員長 9番 小椋
議長 16番 西原

令和7年第6回議会運営委員会　要点記録

開閉会日時 令和7年5月22日（木曜日) 会議場所 別海町議会
委員会室1

委員の出欠
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して決めてもらいたい。
・独自改正がなく、法改正に伴う条例改正であれば、付託省略とし、その判断は委員長
と事務局と所管で次回会議までに確認してもらうことでどうか。
・異議なし。
・辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について、意見等あるか。
　これは辺地債を借り入れるための計画になるが、実施事業は予算審査や委員会調査
などで確認することができるので、付託は省略でいいと思うがどうか。
・異議なし。
3　一般質問の取扱いについて

受理件数6件
・一件ずつ確認していくが、ここでの確認事項は一般質問検討会議のような質問内容
の修正ではなく、問題のある表現はないか、回答側や聞いている側からみて混乱する内
容になっていないかなどを整えることを原則とするが、場合によっては質問内容の修正に
踏み込む場合もある。
　まず、田村議員の一般質問について、何かあるか。
・「第○○」と表記されている箇所に漢数字と算用数字の2パターンあるが意図があるの
か。
・表題の「第二」は国交省の表現を引用している。その他は算用数字を用いている。
・ほかにあるか。
・特になし。
・中村議員の一般質問の1番について、何かあるか。
　私から1点、和暦と西暦が併記されており、前回も確認した覚えがあるが、どちらか一方
にしてはどうか。
・まさに前回同様の話題が出ており、そのときは西暦の後ろに括弧書きで和暦を表記し
していた。本人に確認したところ、こだわりはないが、分かりやすくいずれも表記しておきた
いということで括弧をはずして併記する方法を前回取っている。今回の表記は前回にな
らったもの。
・(1)の質問中に総合計画の表題の抜粋があるが、括弧の付け方に違和感あるので見
やすく聞きやすい標記にできないか促してはどうか。
・語尾が「お知らせください」「見解を伺います」「お聞かせください」などとまちまちだが、これ
は本人がそう標記してきているのか。
・誤解が生じない限り、基本的に事務局では言い回しには手を付けていない。
・中村議員の一般質問の2番について、何かあるか。
・特になし。
・横田議員の一般質問について、何かあるか。
・特になし。
・髙橋議員の一般質問について、何かあるか。
　スケートリンクの開設という表現は、新設と捉えられないか。
　安定的な利用とするなどしてはどうか。
・考えてみる。
・市川議員の一般質問の1番について、何かあるか。
　タイトルで西春別小中学校の統合に触れられていないので、そのことを知らない人は単
純なスクールバスの問題なのかと思ってしまうのではないか。

委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋

副委員長 11番 今西

委員 8番 田村
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋

事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋

委員 8番 田村

事務局主幹 木幡
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋

委員 3番 髙橋
委員長 9番 小椋
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・そのことについては、教育委員会から、統合はまだ決定ではないので断定的な表現は
避けてほしいとの話が事前にあったことから除いており、「検討されている」といった表現に
している。
・スクールバスの用途外使用について、事例はあるようだが、別の問題にもつながる可能
性もある。
・そのことについても確認済みである。別の話に派生しないようにそのことには触れないで
進める。単純に児童館をルートに加えられないかを確認する。
・運行基準を確認したところ、教育長が特に認めた場合利用可能なので、その範疇で
の質問となるかと思う。
　改めて、事務局でも詳細を確認しながら市川議員と相談して調整していきたい。
・市川議員の一般質問の2番について、何かあるか。
　抑留という専門用語が分かりづらいのではないか。
・この点については私が修正したが、法律用語の引用なので、事務局的にはそのまま使
うしかないかと判断した。
・私もAIツールで優しい言葉に変換したが、この部分は変わらなかった。
・この部分については、お任せする。
・伊勢議員の一般質問について、何かあるか。
・特になし。

10:58　休憩
11:09　再開

４　請願・陳情等の取り扱いについて
・地方議連からの意見書・決議5件について。
　1件目、インターネット、SNSを利用した犯罪被害の防止対策並びに誹謗中傷等の
抑止及び被害者救済を求める意見書について。
・自由討議
・福祉文教常任委員会で検討としてよろしいか。
・異議なし。
　2件目、将来にわたり安全安心な医療・介護制度の提供を求める意見書について。
・自由討議
・福祉文教常任委員会で検討としてよろしいか。
・異議なし。
　3件目、セーフティーネットである高額療養費制度の堅持を求める意見書について。
・自由討議
・福祉文教常任委員会で検討としてよろしいか。
・異議なし。
　4件目、持続可能な学校の実現に必要な教育指導体制の充実を求める意見書に
ついて。
・自由討議
・福祉文教常任委員会で検討としてよろしいか。
・異議なし。
　5件目、北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）の整備促進に関する意見書につい
て。
・自由討議

委員 1番 市川

委員 10番 外山

委員 1番 市川

事務局長 入倉

委員長 9番 小椋

事務局主幹 木幡

委員 1番 市川
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋

委員 一同
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋

委員 一同
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・議員配付としてよろしいか。
・異議なし。
・ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求め
る意見書について。
・市町村森林・林業・林産業活性化推進議員連盟会長宛に送付されたもの。北海道
の発議を待って処理するか、今審議するかのいずれにするか。
・偶然ではあるが、同議員連盟の役員3名が揃っているので今決定することができる。
　本件は毎年発議しており、タイミングだけの問題かと思うがどうするか。
・今回提出してもいいと考える。
・同意見。
・では総務産業常任委員会で検討としてよろしいか。
・異議なし。
5　会期及び議事日程について

資料により５についての内容説明
令和7年6月9日から17日までの9日間
1日目 議会運営委員会報告、会期決定の件、諸般の報告、行政報

告、提出案件の概要説明
2日目 休会
3日目 休会
4日目 一般質問
5日目 休会（予算決算審査特別委員会、広報・広聴常任委員会）
6日目 休会
7日目 休会
8日目 休会（総務産業常任委員会、福祉文教常任委員会）
9日目 常任委員会審査結果報告（付託省略の場合なし）、予算決

算審査特別委員会審査結果報告、各議案討論・採決、 議員
提出議案説明・質疑、討論・採決、議員派遣の件、閉会中の
所管事務調査の件

議事2　その他
1　第4回全員協議会について
2　第4回議員間討議について
3　次回議会運営委員会の開催について

第7回議会運営委員会
日時　　6月4日（水）10時00分から
場所　　委員会室1
議事　　第2回定例会についてほか

・議員間討議の常任委員長報告について、前回の議員間討議時に報告書を提出済
みであるのに再度報告する必要はあるのかという意見があったので改めて協議願いたい。
・質疑等あるか。
・議員間討議での常任委員長報告は、課題等の共通認識を持つためにも続けていき
たい。
・書面では伝わらない部分もあると思うので、続けたい。
・広報・広聴常任委員会については全員参加であり、情報共有しているのでやる必要

委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋

事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋

副委員長 11番 今西
委員 15番 戸田
委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
事務局長 入倉

委員長 9番 小椋
事務局長 入倉

委員長 9番 小椋
副委員長 11番 今西

委員 10番 外山
委員 8番 田村
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はないかと思う。
・総務産業と福祉文教は継続することとして、意見交換的な場との意味合いも持たせて
継続してくこととし、広報・広聴は行わないこととする。
・異議なし。
4 その他

（1）令和7年度6月補正予算要求について
・質疑等あるか。
・職員と議員の旅費の単価が違うのはなぜか。
・交通費において、職員は役場から空港までのバス代で計算、議員は自宅から空
港までの自家用車の費用弁償代で計算していることから誤差がでる。
（2）行政視察の受入について
・7月2日に宮城県大崎市会派5名が「一般質問検討会議及び委員会代表質問
について」と「地域おこし協力隊の活動状況について」を議題として視察予定。議会
側の対応者を決める必要がある。
　7月9日に福島県田村市会派等5名が「病院経営について」を議題として視察予
定。挨拶対応のみとなるが、議長、総務産業常任委員、局長、私が出張で不在に
つき、外山委員長に対応していただく必要がある。
　7月30日に鹿児島県志布志市産業建設常任委員会6名が「酪農研修牧場に
関すること」を議題として視察予定。挨拶対応のみとなるので追って調整する。
・大崎市の対応者を決める必要があるが、議長、副議長、議会運営委員長と議会
運営委員から一般質問を多く経験している議員が1名程度いればいいと思うが。
　例えば、田村委員、髙橋委員、市川委員のうちから選ぶのはどうか。
・残り1名については3名で協議して追って連絡する。
（3）会議の欠席届について
・前々回ぐらいから議題として取り扱ってきたが、近年会議の欠席が増えてきており、
法や会議規則等に従い、欠席届の取扱いを厳格にしていきたいという提案。もし無
断欠席などが発生するようであれば、抑止策として場合によっては欠席状況を公開
していくことも検討しなければならないということで、改めて自戒の意味も込めてここで
共通認識を持ちたい。また、議員間討議でも全体に周知したい。

11:59　暫時休憩、戸田委員退席
12:00　再開

・補足だが、会議規則等の解釈としては、本会議に対する規定であり、委員会や協
議又は調整を行うための場に関する直接的な規定ではないが、これまでもこのルール
を準用して運用してきている。
・質疑等あるか。
・欠席届の提出方法は手書きのみなのか。
・今ははっきりと記憶していないが、提出方法は指定していなかったと思う。現在の様
式では、代理受付が可能になっているので、様式をデータで送ってもらっても口頭で
報告してもらっても問題ないと判断する。
・旅行届も同じ取扱いか。
・旅行届は所在確認という意味合いだと思うので、性質的には違うが、手続きとして
は規定されていたはず。
・そのとおり。別途様式も用意してある。

委員長 9番 小椋

委員 一同
事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋
委員 8番 田村
事務局主幹 木幡

事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋

委員 8番 田村
事務局主幹 木幡
委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋
事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋
委員 3番 髙橋
事務局主幹 木幡

副委員長 11番 今西
委員長 9番 小椋

事務局主幹 木幡
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・手順などを明記した書類を用意してもらえればわかりやすいと思うが。
・次回会議までに案を作成する。
・最初に話の出た欠席状況の公開については、メリット・デメリット両方をよく検討して
から慎重に行っていきたいが、議員間討議でその可能性を話すことで、緊張感を持
たせていきたい。
・なお、委員会と同日開催される委員会協議会については、案内がされていないが、
それぞれ別な会議としての位置づけになるのか。
・会議規則の協議又は調整を行うための場に、委員会協議会として明記されてい
るので別の会議となる。事務的手間を省くため委員会と同日開催の委員会協議会
については、招集通知を省略している。
・明確にするためにも委員会と委員会協議会を併記した招集通知にすることでどう
か。
・そうする。
（4）ペーパーレスについて
・前回会議で議題となっていた、議会関連資料の提出については、現在調整中。
　その他、完全ペーパーレスに向けての経過措置として、議員会でプリンターを購入
しており、6月6日に議員会総会を予定しているところだが、そこで、印刷設定方法
や使用方法、あるいは使用料の設定などについて協議できるよう現在調整中。
・質疑等あるか。
・なし。
（5）議場・委員会室の設備改修について
　前回会議後に小椋委員長と業者と私で打合せを行った。
　前回提示した資料から、大まかに変更となった部分について説明する。
　議場については、傍聴者やプロジェクターを使った説明を行う際の大型モニターを入
口正面の壁に設置してはどうかと考え、その場合のプランを提示してもらうように依頼
している。
　その他、細かい機器の要否や安価なものへの変更等について打合せをした。
　また、委員会室については、固定機材ではなく、持ち運び可能な動画配信及び会
議録作成用 録音機器への変更について打合せを行ったが、これにより、委員会室
に係る費用については大幅に縮減できるものと考えている。
　お盆を目途に提案書及び見積書の提出を依頼しているので、提出があり次第、
追って報告する。
・質疑等あるか。
・なし。

その他
・7月16日から18日の間で電気通信大学山本教授を講師とした議員研修会を予定
している。内容など詳細は事務局で調整中。
・議員間討議でも改めて周知してほしい。
・委員会構成を変更する前は常任委員長間の情報共有を議会運営委員会内で行っ
ていたが、現在は常任委員長以外の議員も議会運営委員会に入っているため、今後は
議会運営委員会終了後に、別途委員長間の情報共有の場を設けたいと考えている。
　今後調整していく。
・ほかに何かあるか。

委員 2番 吉田
事務局主幹 木幡
委員長 9番 小椋

副委員長 11番 今西

事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋

事務局主幹 木幡
事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋
委員 一同
事務局主幹 木幡

委員長 9番 小椋
委員 一同
委員長 9番 小椋
事務局長 入倉

委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋

委員長 9番 小椋
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・特になし。

閉会挨拶
委員 一同
委員長 9番 小椋
委員長 9番 小椋 12:28  　閉会


